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議 事 録 

会 議 名 

【議事１】第 1 回 西条市地域包括支援センター運営協議会 

【議事２】第 1 回 西条市介護保険事業計画策定委員会 合同開催 

【議事３】第 1 回 西条市介護保険運営協議会 

日  時 令和５年 7 月 21 日（金）13:30 

場  所 本庁５階 ５０２会議室 

出 席 者 

別添のとおり 計 34 名 

・第 1 回 西条市地域包括支援センター運営協議会  委員 20／20 名 

・第 1 回 西条市介護保険運営協議会        委員 20／20 名 

・第 1 回 西条市介護保険事業計画策定委員会    委員 15／15 名 

・事務局等（福祉部長、長寿介護課、包括支援課職員）10 名 

・地域包括支援センター管理者（包括東予 欠席） 全 4 名  

議事概要 

番号 内 容 

1 ■開会 

・3 種合同会議の開催を宣言した。 

2 ■福祉部長あいさつ 

・開催に先立ち、委員の皆さまへの挨拶をおこなった。（出席のお礼、コロ

ナ渦でのご尽力・協力のお礼、地域包括ケアシステムの重要性、第 9 期

介護保険事業計画の策定に向けたお願い等） 

■協議会成立の報告 

・いずれの会議とも、全員出席（会議成立要件＝過半数）のため、会議の

成立を報告した。 

３ ■自己紹介 

・委員全員、長寿介護課、包括支援課、地域包括支援センター管理者の自

己紹介をおこなった。 

４ ■会長・副会長の選出 

・立候補者なしのため、事務局案（会長＝西条市医師会 佐藤 公平氏、副

会長＝西条市社会福祉協議会 木藤 清氏）を提案し、賛同いただいた。 

５ ■議事１ 西条市地域包括支援センター運営協議会 

【資料 01・02】に沿って説明を行った。意見・質疑は以下のとおり。 

 

【委員】 

 私は民生委員と一緒に高齢者の見守り活動を行っている。３月までヘル

パーやデイサービスを利用している方の見守りをしていたが、今後はその

ような方までいかなくてよいと市からの説明があった。 
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また先日、見守り推進員等に対象者の名簿の送付があったが、亡くなった

方が含まれていた。先ほどの説明（７～１４ページ）のように、相談件数

や高齢者の増加により市や包括支援センターの業務が増えており、業務多

忙が原因ではないだろうかと感じる。今後は取り組む内容もセレクトし

て、何ができるのかを見極めてから取り組む必要があるのではないか。 

また、民生委員から言われたことだが、高齢者が救急搬送される場合、

救急車に乗る必要はないと言われたのが寂しい。 

住み慣れた地域でお年寄りが幸せを感じ、笑顔が帰ってくるようになっ

てほしいが、できる内容かどうかを見極める必要がある。重点目標のよう

に取組を絞ることも必要だと思う。 

 

【事務局】 

ご指摘のとおり、限られた予算の中、事業のスクラップ＆ビルドは必要

である。少子高齢化や認知症人口が進む中、認知症の方を地域で見守るこ

とに努めている。リストの件については、多少の時期のずれがある。 

 

【委員】 

民生委員や我々見守り推進委員から市へ情報を伝えても市側からリタ

ーンいただく情報が少ない。救急搬送後、無事に医療を受けられているか

心配しているが、その後の報告がない。せめて、民生委員には連絡してほ

しい。見守り推進員は見守りであり安否確認ではない。 

 

【事務局】 

個人情報の問題もあるが、可能な範囲で情報共有させていただきたい。 

 

【委員】 

独居高齢者の名簿は３月末までに民生委員がとりまとめ、その後市が４

月までに整理し、５月に配布となるので送れるのはやむを得ない。 

 救急車への同乗不要の件は、「原則」であり、独居の方のお友達、その方

のために乗りたいという気持ちを止めるつもりはない。 

地域包括支援センターへのアンケート（34 ページ）については、すぐ

に結果は出ないと市にも申し上げていた。今でも地域包括支援センターが

何をしてくれるのかわからないと聞く。どこまでのことをしてくれるの

か、民生委員も十分知らないのが現状である。 

高齢者に関する担当課が複数あるのも問題。また民生委員への個人情報
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の共有はできないといわれた。これらを一体的に対応できないのも問題。 

 

【会長】 

令和５年度からの一体的実施はその情報共有ができるのか？ 

 

【事務局】 

可能な範囲で実施したい。 

 

【会長】 

どの事業でも大きくなるほど意見集約が難しい。 

個人情報についても、医療機関等が個人情報を外に出すことは難しいの

では。世間話的に簡素化した形で伝えるしかないと感じている。 

 

【事務局】 

可能な限り情報提供するように努めてまいりたい。 

また地域包括支援センターに関するアンケートについても、地域包括支

援センターと民生委員とのさらなる連携に活用してまいりたい。 

 

以下の項目について、特段の意見・質疑等はなし。 

④ 第８期介護保険事業計画における施設整備について 

⑤ 地域密着型サービスの指定等について  

 

■議事内容について、いずれも異議なしとして承認。 

 

６ ■議事２ 西条市介護保険事業計画策定委員会 

【資料 03】に沿って、計画策定にかかる趣旨、日程等について説明を

おこなった。 

 

【委員】 

資料の８ページに「高齢者保健福祉計画」とある。名称にはこだわる必

要はないが、高齢者の健康を守るといった視点を含めることが大切であ

る。保健と福祉が連携した計画を切に希望する。 

地域包括支援センターは委託を受けてまだ１年、２年が経過したばか

り。昨今はヤングケアラーの問題など、いろいろな課題がセンターに求め

られているが、市は地域包括支援センターをしっかりとバックアップして
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いただき、人材育成にも努めていただきたい。 

 

【会長】 

組織間の連携にかかる課題については国等も同様、どのようなケースで

も緊密にコミュニケーションとっていく必要性があると感じている。 

救急搬送などのケースでは、医療、介護及び福祉分野などが緊密に連携

することが求められている。個人情報として行政は踏み込むのが難しいと

されてきたが、個人の健康と安全を守るためにも、一歩踏み込んだ形で推

進していただきたい。 

 

■議事内容について、いずれも異議なしとして承認。 

 

７ ■議事３ 西条市介護保険運営協議会 

【資料 04】に沿って説明をおこなった。特段の質疑等はなし。 

 

■議事内容について、いずれも異議なしとして承認。 

 

協議に 

使用した 

資料等 

資料名 

【資料 00】次第、配席図 

【資料 01】西条市地域包括支援センター運営協議会資料 

【資料 02】第８期介護保険事業計画における施設整備及び地域密着型サービスの 

指定について 

【資料 03】西条市介護保険事業計画策定委員会 

【資料 04】西条市介護保険運営協議会資料 
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＜会議の様子＞ 

 

 
 

 

 


